
　
　
大

　
　
正

第

＋

七
第
一

巻
七
年

　
　
一

第
＋
月

一
號
一

朋
　
日

　
　
行

カ
ン
ト
の
李
和
槻
に
干
て
…

個
性
の
問
題
：
：
レ
…
…
…
：

文
街
縫
系
糧
二
y
三

彙
報
其
他
…
…
…
…
…
：
・
：
・

・
…
…
：
文
學
博
士
朝
永
三
十
郎

…
…
…
文
學
士
三
木
清

　
…
…
丈
學
博
士
弓
田
庄
太
郎

．
亀
．
．
．
璽
．
9
一
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
，
．
．
．
．
．
．
．
．
．
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．
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．
D
6
．
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勺
”
宇

　
　
　
　
　
　
放
・

會
の
地
域

　
　
　
　
白
日
丹

藁
士

高

田

保「
馬

内部學文畢：大國幡都京．

會學哲都京．



第
一
隆

第
二
條

第
三
條

　
　
一

　
　
一

　
　
一

第
四
隆

第
五
繰

　
　
一

京
都
哲
西
會
規
則

　
　
一

第
六
條
．

　
學
校
、
幽
書
館
、
教
育
曾
、

　
ル
官

第
七
擁

　
ス
ベ
キ
モ
ノ
事
ス

第
八
條
會
員
ハ
本
會
ノ
譜
極
ノ
會
合
二
照
席
ス
ル
コ
ト
チ
得
且
ジ
雑
誌
『
哲

　
學
研
突
』
ノ
配
慰
チ
受
ク

第
九
條
　
本
會
規
則
ノ
改
正
礎
更
ハ
委
黄
會
ノ
決
議
二
依
ル

　
本
會
チ
山
ぶ
脚
帥
駿
同
離
丁
曾
｝
蔽
…
ス

　
汰
」
會
ハ
康
槻
酔
醐
二
於
ケ
財
鞍
門
學
ノ
研
究
及
宜
ハ
肱
澱
及
チ
以
テ
日
H
的
ト
ス

本
會
ハ
前
口
ノ
目
的
チ
葺
き
！
ガ
爲
メ
左
ノ
憲
業
チ
行
フ

、
毎
月
一
圃
研
究
曾
チ
開
ク

、
毎
年
早
秋
二
回
公
醐
講
演
會
チ
開
ク

、
毎
月
一
飼
維
誌
『
哲
學
研
究
』
チ
獲
行
ス

　
本
會
纂
務
所
チ
京
都
帝
重
大
學
丈
學
蹄
内
二
置
〃

本
影
ノ
事
業
チ
羅
醤
ス
ル
爲
メ
ニ
左
ノ
役
貴
チ
置
”

、
委
員
（
若
干
名
）
京
都
帝
國
大
學
丈
學
部
哲
學
科
敏
官
及
委
員
會
二

於
テ
推
薦
シ
タ
ル
巻
チ
以
テ
之
二
充
ツ

、
書
翻
（
一
名
）
委
員
會
二
二
テ
囑
託
ス

　
本
当
ノ
趣
旨
二
二
同
ス
〃
者
ハ
何
人
ニ
チ
モ
愈
員
タ
ル
コ
ト
チ
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
其
他
ノ
國
髄
ハ
其
醐
髄
ノ
名
チ
以
テ
入
會
ス

ト
チ
得

　
會
口
際
會
費
ト
シ
テ
年
強
圓
四
拾
銭
、
薗
後
二
期
二
分
チ
テ
前
納

’

京
都
哲
一
二
役
員

委
　
員

・

書
記

丈
學
士

丈
學
博
士

二
三
博
士

丈
學
士

爵
非
勢
士

交
學
博
士

文
學
士

丈
學
博
士

丈
一
三
士

丈
墨
博
士

丈
學
博
士

丈
學
博
士

丈
學
樽
士

交
學
簿
士

文
學
士

交
學
簿
士

下米務松藤深波野西朝千田高澤小幅植

回田藁本井田多上田永葉　瀬村西野田
　庄　文健　野　幾三　邊武專

三太理三治康精俊多十胤　次太重複壽
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13王

胤冥

報

　
　
　
哲
學
會
例
會

　
十
こ
月
「
R
桶
年
・
後
山
ハ
薩
「
か
ら
學
ル
禺
集
ん
管
箆
禦
ぐ
左
の
辮
叩
演
撫
四
佛
葡

　
　
個
性
の
問
題
　
　
　
　
　
離
昇
重
三
木
　
購
紺

繭
田
、
波
多
野
、
田
愚
博
士
等
そ
の
他
學
生
多
殿
塾
會
、
本
號
に
鍋
載
ぜ
ら

れ
力
乃
醐
君
の
論
丈
に
そ
れ
で
め
ろ
の

　
　
　
三
三
學
會
例
會

　
十
二
鰹
μ
十
篇
日
野
後
山
ハ
隙
凹
よ
り
三
生
融
朱
二
一
鯖
砺
に
於
て
弁
一
の
鼎
脚
濡
匹
會
た
開
聞
い

れ
）

　
シ
4
ム
ラ
馬
就
會
革
の
輯
象
」

　
　
　
心
理
學
蟷
膿
量
飼
禽
例
倉

・
†
二
月
一
H
（
水
）

　
い
迄
2
び
。
押
堀
二
〇
ご
昌
。
霊
叫
『
｛
ぼ
珪
ゆ

　
剛
・
冨
負
・
p
鴇
　
H
》
o
躁
9
紘
　
甘
（
ぽ
〇
三
9
戸
仲
・

高
橋
　
成
之
露

大
脇
　
帆
讐

趨
井
勝
二
耶

　
†
二
刀
九
騎
（
金
）
午
後
二
時
よ
り
學
坐
集
禽
場
に
て
奈
艮
女
高
瞭
歎
覆
・
羅

圧
精
次
段
外
游
泡
周
愈
た
覇
き
小
宴
終
り
て
左
の
・
如
き
蝋
纈
の
講
激
た
画
き

叉
興
昧
あ
ろ
笠
鴎
毅
皆
に
接
し
糞
り
Q

　
　
一
8
雰
藷
d
鐙
貯
凹
ジ
a
o
圃
綴
臼
灸
団
．
貫
汚
に
2
瓢
（
堪
蜜
費
弧
ρ
一
H
彰
簿
験
碕
事

　
　
　
漱
育
研
究
會
例
會

　
諏
愈
々
員
、
現
大
阪
市
親
羅
出
欝
震
が
市
の
命
に
よ
q
・
餓
兼
魯
麹
．
の
欽
青

薦
察
に
來
超
申
旬
3
一
餐
す
ろ
事
に
な
つ
れ
の
・
で
隔
本
μ
十
七
“
夜
婦
君
の
逡

羽
會
為
．
兼
a
ザ
、
稠
倉
た
開
き
、
伺
君
か
ら
話
ん
・
聞
く
婿
、
．
し
六
．
氏
直
款
が

嚢

報

行
政
の
麦
裏
書
題
し
玉
物
に
歳
て
ほ
事
業
が
発
づ
あ
q
て
理
論
ほ
後
に
造
ら

れ
ゐ
事
、
人
に
驕
し
て
に
人
な
禦
マ
る
の
方
法
、
市
の
府
力
潜
ミ
の
折
衝
法

新
聞
記
者
ピ
の
會
談
法
等
行
欧
上
の
表
裏
に
關
し
研
究
室
の
圖
書
甲
で
に
亡

て
も
〃
灯
か
た
善
・
珍
談
な
劣
数
撫
㌣
げ
国
際
｛
氷
に
葬
常
な
る
ピ
ン
｝
冷
職
バ
へ
六
〇

寄
賠
書
籍
雑
誌

悲
劇
の
苦
杯

美
の
家
膿
運
藝
術
の
本
質

純
粋
纏
齋
摩
の
諸
闘
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
理
研
究
》
東
洋
鴛
學
、

澱
華
公
論
、
毅
育
研
究
、
内
外
敏
担
当
諭
、
學
茂
敏
育
、
敬
育
、

界
、
三
二
藤
論
、
口
際
聯
撒

蕊
ー
エ
ン
純
膵
認
識
の
論
理
學
敷
學
就

温
か
き
大
地
　
　
　
　
　
石
獅
縣

証
會
改
縫
の
願
理
　
　
　
　
　
東
京

灘
豪
瀞
鱗
聾
駝
言
及
藝
擁
護
梨
敷

倫
郵
鱗
続
満
州
麟
著
　
似
誰

ナ
㍗
膨
プ
著

心
理
畢
概
嚢

麹
i
メ
踊
　
　
　
董
士

　
背
學
凝
究
、
丁
酉
倫
理
講
演
集
、

、研　交　　束三親文略　Tf　束交”ξ法高　東
學究　學　　　學　梨　　　Jtl　學　學
茂　》：f：　京士京士京　縣　三士京二二　京
敏束
育洋同征岡城大中大高聖左香曉岩藤岩出粥猪丙舞
馨鞠縦下弓近・芭，・三岡翁忌薯噸野
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一
三
…
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哲
學
研
究
第
七
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二

　
　
　
　
　
　
　
會
　
　
　
告

君
津
＋
二
月
號
附
録
の
本
卑
湿
名
簿
は
從
來
の
イ
エ
纈
を
改
め
て
五
＋
昔
纈
ご
致
し
候
、
從
っ
て
本
誌
上
拐
載
論
説
の

順
序
も
本
麻
よ
り
五
十
筆
順
に
由
る
こ
ご
、
致
し
候
閤
其
旨
御
含
み
被
下
度
候
、
ま
た
本
誌
二
月
號
は
登
行
斯
及
印
刷
工

場
移
駐
事
業
の
た
め
豫
定
期
距
よ
b
若
干
逓
れ
て
登
行
ご
相
成
る
べ
き
か
ざ
窟
じ
候
聞
左
様
御
承
知
遣
き
被
下
度
候
。

　
　
　
流
杷
十
一
年
一
縛
一
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肯
爪
　
都
　
　
折
口
　
箆
ず
　
倫
隅

カ
ン
ト
に
於
け
る
認
識
客
槻
性
0
3
問
題
（
承
認
）
…
…
…
丈
學
四
周
野
留
次
郎

次圓號前
宗
敷
ざ
形
而
上
學
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…

二
二
閾
以
下
に
於
け
る
主
知
畳
型
に
就
て
…
・

蔵
築
報
、
新
紳
者
紹
介
、
第
山
ハ
窓
漁
W
目
次
：
：
：
：
：

：
・
：
・
…
・
：
丈
卜
書
久
保
　
一
止
　
夫

…
…
…
：
文
學
士
岩
井
勝
二
郎

●
　
●
O
■
　
●
■
●
　
●
O
　
■
　
0
6
9
　
●
　
O
●
　
●
●
　
O
．
鱒
。
●
　
o
　
■
9
　
●
　
畳
　
●
o
　
●
　
爵
O
●
　
，
o
　
●
　
●
●
9
　
●
　
●



禽圏出
口

一
、
本
四
へ
入
會
無
漏
ノ
方
ハ
言
言
三
竿
宛
テ
ニ
規
定
ノ
倉
費
（
前

　
表
紙
裏
ニ
ア
リ
）
御
納
付
ノ
上
御
串
込
被
下
度
候

一
、
會
員
ニ
シ
テ
鞘
居
ノ
鮪
ハ
颪
チ
ニ
其
旨
御
報
知
被
下
訳
候

一
、
會
費
ハ
振
替
ロ
座
大
阪
謬
◎
六
六
盤
番
、
京
都
哲
墨
會
宛
テ
ニ

　
御
佛
込
被
下
度
候

一
、
本
軸
㈹
ノ
婿
鮒
脚
二
川
開
ス
ル
荊
｝
信
…
及
紹
…
介
・
薪
刊
書
・
寄
贈
難
馳
冊
等
ハ

　
凡
テ
本
會
宛
テ
ニ
御
獲
…
選
被
下
度
候

　　

@　

@　

@　

@媒

s
鰯
網
大
騨
東
都
高
子
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
口
座
大
販
餐
〇
六
六
墨
番

V　．一　N．．Nv

註文規定贋定廣
告
料
・ ◎

會
長
に
あ
ら
ざ
ろ
講
讃
者
の
御
謎
丈
及
び
廣
告
に
關
す
る
件
は
内

　
外
ψ
四
版
樵
式
A
讐
㎜
耽
へ
御
串
回
込
下
さ
れ
度
候

◎
本
躰
㈹
の
御
玉
女
に
す
べ
て
代
金
郵
税
血
ハ
前
金
に
て
御
［
回
り
下
さ
ろ

　
べ
く
候

＠
日
替
貯
金
に
て
御
津
毒
血
（
融
融
大
阪
三
二
九
五
流
番
）
内
外
出
版

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@一

　
橡
式
會
祉
宛
に
願
上
物

◎
晦
金
切
れ
・
の
場
合
ば
帯
封
に
「
葡
悶
盆
切
」
の
印
章
押
捺
致
す
べ
．
春
に

　
付
薩
に
御
抑
込
下
さ
れ
度
候

◎
特
に
舗
求
書
及
領
孜
書
等
な
要
す
る
揚
合
ほ
郵
券
謬
銭
御
田
付
下

　
さ
れ
度
候

朋
　
　
　
　
　
一
瓢
「
定
一
…
，
　
　
－
償
、
，
一
…
郵
　
　
！
…
鋼
一

霞
一
，
　
，
　
1
1
　
，
励
，
、
⊃
金
一
，
叫
…
…
摺
一
爵
「
金
　
　
　
豊
　
　
　
旧

記
ハ
…
…
，
1
一
勝
卜
、
へ
鰐
、
金
）
、
㎝
、
金
着
，
疑
鐘
，
，
「
不
．
i
　
　
串
　
　
　
一

十
　
二
　
膀
へ
前
金
）
［
金
四
闘
八
拾
饅
　
不
　
　
　
串
　
　
　
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
τ
頁
金
匠
捨
畷
　
雫
頁
ハ
坂
扱
不
串

縫
碁
器
子
細
薬
品
御
酢
‡
轟
三

編
二
者

製複tf・不

載轍禁

右
代
表
者

擾
行
者

印
二
三

印
刷
駈

京
都
帝
國
大
回
丈
學
部
内

　
　
　
京
都
哲
學
會

　
　
　
三
皇
方
夫

内須　大タト

難轟磨更轟谷
　　　　か

　　　が馨1翌1薙
も　ユ　ノへ　　　　ノへ鰯憂衛驚叢衛

跳
眠
行
所
触
溺
万
難
胃
内
外
出
版
株
式
會
砒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掘
替
b
座
穴
阪
三
二
九
五
五
雷

雛
婆
買
遷
座
繍
義
母
灘
輪
羅
擁
壁
礁
塀
内
外
出
版
株
式
曾
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捲
替
U
座
穴
阪
三
二
九
五
五
蚕

壷
捌
所

（
東
京
）

上
田
屋
、

へ
帥
戸
）

（
京
都
）

東
京
堂
、

（
大
阪
）

博
文
館
、

共
盛
砂

東
海
堂
、
北
隆
館
、

盛
文
館
、
三
文
就

川
瀬
書
店



評
、

姻志

站
ｳ
授
恒
藤

薪瑚

恭
著

　
カ
ン
ト
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
批
判
的
精
紳
を
法
律
哲
學
の
方
面
に
纏
下
し
嚢
貸
し

や
魏
こ
す
る
見
地
に
立
グ
學
者
の
中
の
代
表
的
な
人
々
が
隔
法
律
哲
學
の
主
要
問
題
し

一
（
例
へ
ば
、
法
律
の
本
質
の
問
題
、
法
律
の
理
想
の
問
題
、
法
㌦
律
の
最
高
法
則
の
問

題
、
法
律
學
の
研
究
方
法
の
問
題
き
）
一
i
に
つ
い
て
砲
い
て
る
る
思
想
な
り
見
解

な
り
を
、
能
ふ
か
ぎ
り
忠
實
に
且
つ
正
確
に
理
解
毛
や
う
ご
努
め
た
試
み
の
結
果
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
か

部
分
が
、
こ
の
書
に
を
さ
め
た
諸
論
稿
で
あ
る
。
…
…
…
（
著
者
の
序
文
よ
り
）
．

’
i

馨蟹縫耐會式株版出丁丁鞍瀦筋行

欺二

R僻

|
遡
朋
盤
細
撒
砂
鮨
臨
ボ
鋼
㌔
誹
肋
脚
撫
捌
㌧
哲
學
研
。
究
，
第
七
十
號
　
定
便
金
四
捨
銭
郵
税
傘
鞭
銭


